
　現在は高森町と広島県にある２拠点で加工を行って
いますが、年内にさらに４拠点の増加を予定しており、
最終的には全国各地に拠点を置き廃棄野菜の削減、農
業者の所得増加に貢献できる体制を確立したいと語ら
れました。

　また、新たに乾燥野菜の粉末の商品化を進めておられ、農作物の新た
な可能性を見出していくこれからの事業展開に期待が膨らみます。
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商品になるまで
（アスパラガスの場合）

　令和３年４月に高森町、（株）hakken、阿蘇農業協同組合、（株）タイミー、
肥銀オフィスビジネス（株）の５社により「持続可能な消費と生産プロジェ
クトによるフードロス削減を通じた高森町農業活性化事業実施協定」が締結
され始動した乾燥野菜プロジェクト。協定締結から１年が経過した現在の事
業内容などについて（株）hakkenの熊本オフィスローカルマネージャー岩
下さんに伺いました。

　５月上旬、町内の加工場を訪問するとアスパラガスの根の加工中でした。
　アスパラガスは協定を締結している阿蘇農業協同組合から提供されたもので
作業は岩下さんとスタッフの２名で行われていました。

（作業については右部に詳細記述）

　フードロスの削減を目指す取組みということから、通常で
は商品にならない野菜を回収し加工します。回収できる野菜
は時期によって異なるものの、（合）豊前屋本店の紹介から
水田ごぼうの取扱いも始まり、通年６～７種類の野菜を取扱
うことができているとのこと。５月は宇城市からトマト、西
原村から人参の規格外や廃棄野菜を回収しており、県内様々
な場所から野菜を集めておられます。高森産の野菜は６月以
降に収穫期を迎えるため、阿蘇農業協同組合や農業者の方か
ら回収する予定になっているようです。

　加工された野菜は、「ＵＮＤＲ12（アン
ダートゥエルブ）」という商品名が付けられ 

（株）hakkenのサイト内で販売されてい
ます。商品名は野菜の水分量を12％以下
にする加工方法にちなんでおり、この加工
により微生物の増殖を抑え、野菜の長期保
存を可能としました。なお、保存可能な期
間は野菜によって異なるものの、驚異の１
年ほどにまで伸ばすことが出来るそうです。

乾燥しやすいよう
に薄くスライスし
ます。

アスパラガス独自の作業。
均等にスチームが施せる
よう箱に広げて機械へ。

乾燥野菜を粉末に
する専用機械

工場内では多種の野菜や果物がサ
ンプルとして保管されていました。

サイトで販売 
されている商品

岩下 
ローカルマネージャー

洗浄（手洗い）１

スライサーでカット２

スチーム加工３

乾燥機へ４

商品に５

１度に200キロ
ほど入れること
が出来る大型の
乾燥機。15時間
程度かけて乾燥
します。

加工中のアスパラガス
画像は手洗い作業が完了したもの。
この日は約100キロのアスパラガ
スを回収しましたが、乾燥後は約
10分の１程度にまで	  
なるとのこと。

令和４年６月６日発行 754号 （4）


